
スプリンターズステークス出走予定外国馬プロフィール 
 

◆ ラッキーバブルズ（LUCKY BUBBLES、漢字表記：幸運如意）＝ 香港 

せん 7 歳・栗毛（オーストラリア産 2011 年 10 月 16 日生まれ） 

父：Sebring ＝ 母：Bubble Below （母の父：Hussonet） 

馬主  ： ラッキー・シンジケート 

調教師 ： キンワイ・ルイ 

騎手 ： ブレット・プレブル 

通算成績： 26 戦 8 勝、2 着 7 回、3 着 2 回 

主な戦績 ： ’17 チェアマンズスプリントプライズ（G1）  1 着 

  ’16 プレミアボウル（G2）   1 着 

  ’16 香スプリントカップ（ローカル G2）  1 着 

  ’16 香港スプリント（G1）   2 着 

  ’16 チェアマンズスプリントプライズ（G1）  2 着 

 

ラッキーバブルズはギルガイファームの生産馬として、2013 年のイングリス・プレミア・イヤリング・セ

ールに上場され、90,000 豪ドル（当時約 800 万円）で売却されました。ヘイルトゥリーズン系の父セブ

リング（その父モアザンレディ）は現役時に 2008 年のゴールデンスリッパーステークスなど豪 G1・2 勝

を含む 6 戦 5 勝。主な生産馬に 2015 年クイーンエリザベスステークスなど豪 G1・4 勝のクライテリオ

ンがいる他、名牝ブラックキャビアの 2 番仔の父にも選ばれています。母バブルビロウは現役時に 16

戦して 1 勝のみで、ラッキーバブルズが初仔。母の父ユソネットはミスタープロスペクターの直仔で、

種牡馬として 2017 年のチャンピオンズマイルを勝ち、安田記念でも来日したコンテントメントを輩出し

ています。 

ラッキーバブルズは当初は馬主ラッキー・シンジケート、B. ベイカー厩舎の所属馬としてオースト

ラリアで 2 戦しました。デビュー戦は 2014 年 8 月 14 日の未勝利戦（ゴスフォード、1,100m）で、ここ

は後方のまま 5 着に敗れますが、デビュー2 戦目（ワイオング、1,200m）では好位から抜け出して完

勝を収めました。この後、香港に移籍して K. ルイ厩舎の所属馬となり、以降全レースをシャティン競

馬場の芝コース、良馬場で走っています。 

香港初戦は 2015 年 4 月 19 日、メイクアディファレンスハンデキャップ（クラス 3、1,000m）で、以降

しばらくコンビを組む B. プレブル騎手騎乗で 5 番人気でしたが、中団から徐々に差を詰めて 2 馬身

差 5 着まで。次いで 5 月 16 日の第 18 地区ハンデキャップ（クラス 3、1,200m）は 2 番人気に推され、

5 番手から直線半ばで先頭をうかがうものの、内から抜け出した 1 番人気のサンジュエリーから 1 馬

身 1/4 差の 2 着。香港初勝利は 6 月 7 日の HKU ジョッキークラブスチューデントヴィレッジズハンデ

キャップ（クラス 3、1,200m）で、3 番人気のここは好スタートから 2 番手に控え、残り 200m 手前で抜

け出すと、後続に 1 馬身半の差をつけました。 

2015/16 年シーズンは 10 月 10 日のルクフックジュエリーコンヴァージェンスオブラブコレクションハ



ンデキャップ（クラス 3、1,200m）から始動すると、2 番手につけて残り 300m を過ぎて先頭に立つと 2

馬身 1/4 差で 1 番人気に応え快勝を収めました。さらにクラス 2 に上がった 11 月 21 日のツェックラ

ップコックハンデキャップ（1,200m）も 1 番人気に推され、向こう正面で 3 番手まで押し上げると、残り

200m 手前で抜け出し 2 馬身の差をつけて 3 連勝とします。その後 12 月 13 日のフライングダンサー

ハンデキャップ（クラス 1；2 番人気）は、初距離となる 1,400m 戦で後方から良く伸びますが、サンジュ

エリーから 3/4 馬身差の 3 着まで。 

2016 年を迎えると、さらに距離を伸ばして 1 月 24 日の香港クラシックマイル（ローカル G1、

1,600m；3 番人気）に挑みますが、3 番手から一時は先頭に立つものの、サンジュエリー、ワーザー、

そしてブリザードにかわされて 3 馬身 3/4 差の 4 着に終わりました。この後は 3 連勝を飾った 1,200m

戦に専念。2 月 14 日の郷議局 90 周年記念カップ（クラス 2）は 1 番人気に推され、5 番手の内から

抜け出すのに手間取り、アメージングキッズから 1 馬身半差の 2 着でしたが、続く 3 月 20 日のヴェン

ジャンスオブレインハンデキャップ（クラス 1）は 3 番手から外を回ってスムーズに抜け出して 2 馬身半

差の勝利を収め 1 番人気に応えます。 

次いで 4 月 3 日の香スプリントカップ（ローカル G2）へ進み、ここはアメージングキッズに次ぐ 2 番

人気でしたが、3 番手から残り 300m で抜け出して同馬に 2 馬身の差をつけて重賞初勝利を飾りま

す。こうして迎えたシーズン最終戦は 5 月 1 日のチェアマンズスプリントプライズ（G1）。ここはオース

トラリアから遠征のシャトークアに次ぐ 2 番人気となり、中団待機から外に持ち出して直線を迎えると、

残り 100m で先頭に立って G1 タイトルにあと一歩のところまで迫りますが、最後方から直線の外を鋭

く伸びた同馬にクビ差かわされ、2 着に惜敗しました。 

香港短距離界の有力馬として 2016/17 年シーズンを迎えたラッキーバブルズは、10 月 23 日のプ

レミアボウル（G2）で幸先の良いスタートを切ります。前年の香港スプリント覇者ペニアフォビアに次ぐ

ハンデでしたが、中団やや後方から外を回って進路を確保すると、最後はアメージングキッズをクビ

差かわして、1 番人気の面目を保ちました。しかし、続く 3 戦は 1 番人気ながら僅差の 2 着が続きま

す。まず、11 月 20 日の香ジョッキークラブスプリント（G2）は後方待機から、好位を抜け出したノットリ

スニントゥーミーに 1/2 馬身差届かず。続く 12 月 11 日の香港スプリント（G1）は中団やや後方から外

に持ち出すのに手間取り、エアロヴェロシティに短アタマ差及ばず。2017 年に入り、センテナリース

プリントカップ（G2）は 8 頭立ての 4 番手につけたものの、逃げたペニアフォビアに 3/4 馬身差まで迫

ったところがゴールでした。 

2 ヵ月あまりの休養を挟んで連覇のかかる香スプリントカップに臨みますが、中位から直線では伸

びを欠いて、2 馬身半差の 5 着と人気を裏切ります。続く 5 月 7 日のチェアマンズスプリントプライズ

は前走で敗れたミスタースタニングに次ぐ 2 番人気。ここは香港移籍以来コンビを継続していたプレ

ブル騎手から H. ボウマン騎手に手綱が変わり、10 頭立て 4 番手の内を進む展開から、スペースを

見つけて残り 100m を過ぎて抜け出すとミスタースタニングの追撃をクビ差封じて、待望の G1 タイト

ルを手にしました。 

G1 ウイナーとなって迎えた 2017/18 年シーズンは、初戦の 10 月 22 日、プレミアボウル（1 番人気）

こそ中位の内から鋭く伸びてミスタースタニングから半馬身差の 2 着と見せ場を作りましたが、続く 11

月 19 日の香ジョッキークラブスプリント（1 番人気）は内に包まれたまま終わり 4 馬身 3/4 差の 9 着。

この 2 戦で鞍上を務めた Z. パートン騎手からボウマン騎手に変わった 12 月 10 日の香港スプリント



（2 番人気）は、6 番手の内から直線では半ば強引に外に持ち出すものの勝馬から 2 馬身半差の 4

着まで。今年から G1 に昇格した 1 月 28 日のセンテナリースプリントカップ（3 番人気）では初めてブ

リンカーを着用し、後方 2 番手から外を回ったものの、伸びずに 4 馬身差のしんがり負け。 

3 ヵ月の休養を経た 4 月 29 日のチェアマンズスプリントプライズ（4 番人気）から再度プレブル騎手

に鞍上が委ねられ、ブリンカーを外して出走。スタート直後に他馬と接触した後は隊列のほぼ真ん中

を進みますが、勝馬から 5 馬身半差の 5 着、日本のファインニードル（4 着）からは 1 馬身半差遅れ

ました。さらに 5 月 27 日のシャティンヴァーズ（G3；2 番人気）は 2 番目に重いハンデで、前めのポジ

ションを取りに行きますが、結局中位から直線では後退して 9 馬身差の最下位に大敗します。 

昨シーズンは初戦以降いいところがありませんでしたが、最終戦の前走 香プレミアカップ（G3）で

は 2 年半以上ぶりに 1,400m 戦に挑みました。8 頭立ての 6 番人気と伏兵の評価でしたが、大外枠

から 4 番手につけるとゴール手前では 2 番手まで浮上。最後は 1/2 馬身差の 3 着でしたが、先に抜

け出した勝馬は 7.5kg、最後にラッキーバブルズをかわした 2 着馬は 4kg 斤量が軽かったことも考え

ると、復調の兆しを見せた一戦と言えるかもしれません。 
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2017 年チェアマンズスプリントプライズ（G1） 

 



スプリンターズステークス出走予定外国馬関係者プロフィール 

 
■ ラッキーバブルズ（LUCKY BUBBLES） 
 

 ⾺主：ラッキー・シンジケート（Lucky Syndicate / 漢字表記：吉祥團體） 
ラッキー・シンジケートはシクチム・ワン（溫錫鉆；Wan Sil Tsim）氏ら 5 名から成る馬主組織で、現在

の所有馬はラッキーバブルズのみ。過去に保有したラッキーセプターは当初は P. イウ調教師が管理

していたが、途中から本馬と同じ K. ルイ調教師の下へ転厩している。 

 

 調教師：キンワイ・ルイ（Kin-wai Lui / 漢字表記：呂健威） 
1959 年 1 月 22 日生まれの 59 歳。香港で見習騎手学校を経て 1975 年シーズンから騎手として

騎乗し、1982 年までに通算 36 勝を挙げた。その後、調教助手を経て 1996/97 年シーズンに調教師

免許を取得。 

これまでの代表的管理馬として本馬の他に、2001 年のシャティントロフィーを制したシャクシーフォ

ーチュン、06 年の香港ダービートライアル（現香港クラシックカップ）を勝ったハロープリティ、08 年の

シャティンヴァーズ優勝馬サニーパワーがいる。 

2013/14 年以降のリーディング順位は 8、9、9、16 位で、昨シーズンは 382 戦 46 勝で 5 位。 

女性騎手の香港史上最多勝利を挙げた K. チョン元騎手は K. ルイ厩舎で見習騎手を務めた。 

今回が管理馬の日本初出走となる。 

 

 騎⼿：ブレット・ プレブル（Brett Prebble / 漢字表記：柏寶） 
1977 年 9 月 23 日生まれ。オーストラリア・ヴィクトリア州出身。1995 年にシドニーカップで G1 初勝

利を挙げるとともに、見習リーディングを獲得。D. ホール厩舎の主戦騎手として、1999/00 年から 2 シ

ーズン連続でメルボルン地区のリーディングタイトルを手にしている。 

以降アジア各国で精力的に騎乗し、2003 年に香港のチャンピオンズ&チャターカップを優勝。

2004/05 年シーズンから本格的に香港に参戦し、06 年にブリッシュラック、09 年にサイトウィナー、17

年にコンテントメントでチャンピオンズマイルを、06 年にアブソリュートチャンピオン、09 年にセイクリッ

ドキングダム、11 年にラッキーナインで香港スプリントを、07 年にヴァイタルキングで香港ダービーを

制するなど数多くのタイトルを獲得している。海外でも 2005 年にケープオブグッドホープで母国のオ

ーストラリアステークス、12 年にグリーンムーンでメルボルンカップ、15 年にワンジーナでオーストラリ

アンギニーを勝つなど活躍。 

2005/06 年から 6 シーズン連続で香港リーディング 2 位。特に、2009/10 年シーズンはダグラス・ホ

ワイトに僅か 1 勝差で惜しくもトップを逃した。以降も 2016/17 年シーズンまでトップ 10 圏内を維持し

たが、昨シーズンは 347 戦 20 勝で 16 位。2010 年 6 月にはハッピーバレー開催で、1 日 6 勝という

香港レコードを樹立している。新シーズンからは母国に拠点を移している。 

 



初来日はオセアニア地区代表として参加した 2001 年のワールドスーパージョッキーズシリーズ（総

合 5 位）で、その後も 2 回出場（06 年同 5 位タイ、11 年同 9 位タイ）。安田記念にはこれまで 6 回騎

乗し、ブリッシュラックで 2006 年優勝、08 年 14 着、サイトウィナーで 09 年 6 着、サムザップで 11 年

11 着、ラッキーナインで 12 年 11 着、コンテントメントで 16 年 12 着。スプリンターズステークスでは、

ケープオブグッドホープで 2004 年 3 着、05 年 11 着、ラッキーナインで 11・12 年ともに 5 着。その他

セントウルステークスではラッキーナインで 2011 年 2 着。 

 


